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日本国民の男性の２０人にひとり、女性の５００人にひとりが色覚異常

であり、さらに高齢化による色覚・視覚障がいの疾患も各種指摘される

なか、すべての人々にとって安全を確保するユニバーサルデザインの

考え方を適用したことが本技術の特徴となっている。 

本技術は交差点空間を対象として考案したものであるが、プロダクト

デザインにおいてスイッチ類の on と offの区別、各種操作機器における

stop と go の判断・操作手順の標準化においても本発明による原理が

応用可能となる。 
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“みんなに見やすい信号機で事故を防ぐ” 
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必要な情報が必要な人に届く。色覚異常者には×がよく見える。 

色覚正常 １型２色覚 ２型２色覚

色覚正常

研究の概要 

色覚異常者には判別が困難とされる LED 交通信号灯器の赤色と黄

色の区別をつくように開発したもの。赤色灯器を構成する約２００個の

LEDの配列に青寄りの波長を持つ LEDを×印に配列することにより、健

常者には×印が気づかれないが、色覚異常者にはストップの意味の×

印が、より明確に判別可能となった。 

本方式は「ピクトグラフ」を用いて区別する方式であり、初めて見ても

国際的に問題なく識別可能で、違和感がなく、コスト面でも充分に実現

可能である。必要な情報が必要な人に届き、必要でない人には届かな

いユニバーサルデザインである。 
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■色覚異常者への安全対応はすべての人々への安全に繋がる。

鉄道、航空などの他の交通分野のみならず、家庭、産業、医

療・宇宙など特殊分野にも応用分野が広がると期待される。


